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研究成果の概要 

 

プロジェクトでは、熟練した人間のトレーナを模倣するソーシャルスキルトレーニング（SST）および

認知行動療法（CBT）モデルの構築を目指す。SST における全体の対話シナリオ・フィードバックモ

ジュールを作成し、SST システムのプロトタイプを構築した。SST システムの有効性を検証した。マ

ルチモーダル情報からソーシャルスキルの客観的評価手法を構築した。SST トレーナと成人期統

合失調症、成人期自閉スペクトラム症の対話データを利用した。クライアントの行動指標から精神

科医が 5 段階で評価した 7 項目: アイコンタクト, 体の向き, 表情, 声の変化, 明瞭さ, 流暢さ, 

社会的妥当性をランダムフォレストにより推定した。このモデルをもとにパラメータ調整を行い、推定

値と評価値の相関係数において最大 0.68 を得た。SST システムは、結果に応じてレーダーチャー

トおよび肯定のコメント、修正のコメントを動画と共に画面に提示し、コメントは仮想エージェントが

読み上げた。レーダーチャートは上記で算出した評価値を示している。SST システムを使用した効

果検証を開始した。システムによる訓練を受ける群と、訓練なし群に分け、2 群の比較試験を実施

した。結果として、訓練群において事前事後で自己効力感、不安、SST 中のロールプレイ評価尺

度が有意に改善した。CBT に関しては、精神的な悩みを抱えているクライアントの自動検出を試

み、約 1000 件の SNS カウンセリング対話セッションを利用した。Term frequency–inverse 

document frequency、文書埋め込み表現ベクトル、トピックモデル、文の統計値などを用いて対話

セッションが精神的な悩みに関するものかを分類し、最終的に F1-score において 0.646 で該当相

談を検出した。 
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